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慕墓陛下にさまぐる言葉」 

「坂口安吾の天 
案内人：斎藤良跡一安富の会」 

ー　　　　　　　　　　　　鞠テ率スト辛堕落論」「続堕、 

新潟市出鼻の作家で、太撃治や織田作之助らとともに、「戦後無頼

派」として活躍した坂口安富亀吉堕藩論』や肝桜の森の満開の下』など

の作品によって、いまも多くの人々に影響を与え続けています＄そ

の安富の作品を読み味わう「叢書読書会」が今年も開催されます。3

月から9月までの毎月第2土曜日、16時から18時まで、全7回開催。

場所は3月、4月が「ゆいぼ－と（旧二葉中学）」で、5月から9月が「新

潟教育会館」です。また、同日の13瞬30分から15時30分まで、「賓
‾‾「富まぢ歩き丁も繭衝き布二‾安富砂曜二の美子である坂口嗣男ざ石が

案内します。まち歩きと読書会の、両方のご参加も歓迎しています。

困賠　／3月～9月の毎月第2土曜日16時－18時

会場　／ゆいぼ竃と（3、4月4階多目的スペース2）
新潟市中央匿二葉町2－593埜－7　tel．0雲5－201－75gO

新潟教育会館（5、6、7、8、9月いずれも猫会議戴
新潟市中央区西大畑町590一意　tel．025－離選一2971

参加賞／500円
申込方法／新潟・市民映画館シネ・ウィンドitel，025－243－5530）へ電話iこて申込

ー街歩き 安吾ゆかりの地めぐり案内／坂口網男 坂口安雷の最男で鵬一の遭族である坂口綱男さんが、安富の生家跡や学校 日本海を眺めた蕎鹿浜など、ゆかりの鯉を案内します〇 日騰／3月～9月第2土曜日／13時30分～15時30分 月9日、4月l媚、5月Il苗、6月8日、7月13嶺、8月10日、9月14嬉） 

参棚疑う00円∴定員IO名※認前の予告なしにイベント内容が変更ははる場合がございます 申込万態／新潟・市民映画館シネ・ウィンド（暁1。025ゼ43－5530）へ堪謝こて申込 闘い合わせ／巽蕾の会謡務局（新潟・市民映画館シネ・ウィンド肉的LO25243十鴇30） 

問い合わ棲：安吾の会事務局（新潟・市民映画館シネウインド軸tel．025－243－5530

「戦争論」「もう輩鰭轍時報執叫

◆第2画題賜血韮菰1蝿や蟻酸鰍雄一と

「安吾と落語・安吾と新潟弁」
案内人‥恩田糖種（轍山市立富言佐和子記念館轄遼・桑瀬実稗繁昌亭アドバイザー）

債罵テキスト十落語教程列寵（『坂口賓雷全集7』ちくま文瞳所収）

◆第3国営聴聞冒腫動16時へ亘8晴教育会館　養

［安吾にと手工盛宴
納入：西川薫（説馬パース大学看護学部）

使用テ華スト：「いづこへ」「二十七歳」「三千歳」「矢田津世子宛書館」

◆第4回扉画商勤1踊璃晴教育会館

「風博士」再読
纂肉太潮騒選蔑（榎津工業欝等専門学較人文学系教授）
凝用テ単為古F風樽圭」はか

◆窮5国書臆測晒恒隅闘1鰭へ記轄薮菅会館

「安吾その可能性の中心」一新源治とメディア静
案内畑斎藤和利鰹嬢讃駒
使崩チ華スト訂勝負鰯」は秘

◆第強固翻回圃1割翻りl蝿悠鵬麟教雷雲鱒

「安吾の暗がりの泉から」
寮歌：寵橘陽子鯨讃家）
灘用テ寧スト雷桜の競緩満開の下二糖薙

◆第7国劇開脚割賦漢船籍講晴教雷雲鱒

「戯れせんとや…」
案内人：箋蝿畷手綱生者イムス認識

鵜
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燵開膏やスト：「瞥工穏標題馨」「甑輔削こ穏いて」「漂流認」
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第1回　3月9日（土）ゆいぼ－と4階多目的スペース2

「坂口安吾の天皇論」
案内人：斎藤良助（「窮の会」会員）
使用テキスト：「堕落論」「続堕藩論」「天皇小論」「天皇陛下にさゝぐる言葉」「戦争論」「もう軍備はいらない」

1946年1月1日の天皇の年頭詔竃を『人間宣言』と呼ぶ。だが、本当に天皇は人間

になったのだろうか。安吾のエッセイを読みながら人間天皇を考える。閏和天

皇から明仁上皇へ、天皇の戦後史。

第2回　4月13日（土）ゆいぼ－と4階多目的スペース2

「安吾と落語・安吾と新潟弁」
案内人：恩田雄和（和歌山市立石菖佐和子記念館館長・天満天神繁昌亭アドバイザー）

使用テキスト：「落語教祖列伝」（『坂口安吾全集7』ちくま文庫所収）

昭和25年8月から翌年3月の雑誌に、安富は「落語教租列伝」4編をシリーズで発

表。落語の台本なのか、滑稽な内容を竃きたかったのか、不思議なタイトルだ。

新潟の方言と誹りを会話に多用した理由を探る。

第3回　5月11日（土）教育会館2階会議室

「安吾にとっての矢田津世子」
案内人‥西IT頗（醇馬パース大学看護学部）

使用テキスト十いづこへ」「二十七歳」「三十歳」「矢田津世子苑書簡」

安吾は27歳の時に矢田澤世子と出逢い、愚直に恋慕した。愚直すぎる恋慕ゆえ

に生じた安吾の津世子への情愛と憎悪の相反する感情と自我の葛藤について縄

解いてみたい。

第4回　6月8日（土）教育会館2階会議室

「風博士」再読
案内人‥加藤達彦（木更津工業高等専門学校・人文学系教授）使用テキスト：「風博士」ほか

本発表では、昭和6年、坂口安吾文壇デビューのきっかけとなった短編「風博士」

をファルス／笑い／仏教／（反）探偵小説／作品構造／語り／文体論／芸能文化
／映画史…‥・といった多様な観点から再読してみたい。（結果、私たちは風博士

の旋風とどもに〈不思議の環〉に巻き込まれることになるだろう。）

第5回　7月13日（土）教育会館2階会議室

「安吾その可能性の申b」一新満とガイア論
案内人：斎藤和利（学校講鰯）使用テキスト丁勝負師」ほか

坂口安吾は不思議の人。その作品、言説、行動は後世の人々に多大な影響を与え

文学界のみならず他方面に大きな功績を残した。一方、世上の評価は揺れ動き、

知名度も業績に追い付いていない。新潟が生んだ不世出の天才の映像を視聴し

安吾蔓茶羅世界を覗き観る。

第6回　8月10日（土）教育会館2階会議室

「安吾の暗がりの泉から」
案内人：高橋陽子（小説家）使用テキスト：「桜の森の満開の下」ほか

小説に限らず、優れた芸術作品は、無意識の深い層に漂うものを掴んだような気

がします。安吾の作品は言葉で竃かれていながら、言葉にできない不可視なる

もののある不思議。その深淵について考えてみたいと思います。

第7回　9月14日（土）教育会館2階会議室

「戯れせんとや…」
案内人：蓑晴間子（桐生タイムス言詣）

使用テキスト：「ピエロ伝道者」「FARCEについて」「漂流記」

空にある星を一つ、欲しいと思ふ人と。蛙飛び込む水の音が聞こえるだろうか。

ダンゴチャンが見たものは何だったのか。　Pe s t e！

●議蕾会各回の内容は変更になる場合があります。

◆第70回「安吾忌」のご案内
コロナで開催を控えていました東京の「安吾忌」（第70回）を、

3年ぶりに開催いたします。（坂口綱男）

日時／2024年2月17日（土）18時30分～21時

会場／「BISTROKuu神保町（ビストロクウ）」

東京都千代田区神田神保町1－41駿河台下MKビル2F

tel．050－5828－7292

https：／／tabelog．com／tokyo／A1310／A131003／13119785／

会費／7，000円

申込方法／お名前・ご住所・露語番号、ご同伴者がいる方は

そのお名前も併記の上、l月末日までに下記メー

ルにご送信下さい。定員になりしだい受付終了

します。

安吾忌申込専用メールアドレス

heigo＿Sakaguchi＠ybb．ne．JP

◆新津「安吾忌」のお知らせ
2月17日の安吾の命日に新潟市秋葉区で行われる安吾恵につ

いてご連絡します。

日時／2月17日（土）13時30分～

第1都／記念講演「生き生き生きて～安吾のいる桐生～」

讃師：蓑崎瑠千・場所／新津地域学園201研修室

第2部／墓参　大安寺坂口家墓所

第3部／懇親会　参加費5000円（会場は参加者に過ってご連絡します）

申込先／〒956－0816新潟市秋葉区新津東町2－5－6

新津地域学園2F陶質滴コミュニティ協議会

方法／はがき・FAX（0250－25－7655）、

メールアドレスagauracomikyo＠coral，Plala．or．jpなどで

※2月10日までにお申込み下さい。

◆陶質浦コミュニティ協議会による謹撰会
阿賀浦コミュニティ協議会では安吾講座を下記により予定し

ています。

日時／5月～11月までの隔月の第4土曜日、13時30分～15時

第1回（5月25日）、第2回（7月27日）

第3回（9月28日）、第4回（11月23日）の計4回開催

それぞれの案内人、テーマと内容に関しては遭って告知致し

ます。

会場／新津地域学園201研修室

新潟市秋葉区新津東町2丁目5番6号　tel．0250－22－0916

参加賞／無料　申込方法／担当湯田まで（tel．080－1251－8096）

＜安吾の会＞

安吾の会は、1986（昭和61）年にA（ANGO）プロジェクトと

して発足し、1987年10月20日に安吾の会となりました。

以後、毎年の読書会、10月20日の安吾生誕祭などを企画・運

営。季刊「安吾雑報」を発行するなどの活動を行っています。
また、1月2月と10月から12月の毎月第1火曜日19時から、

中央区礎町のクロスパル新潟にて定例会を行っています。


